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３ し尿処理事業 

（１）概要 

 岐阜市のし尿収集は、古くは近郊農家の

肥料としてのくみ取りに端を発し、人口の

増加等に伴い、昭和２７年度から市職員に

よる収集処理を開始しました。当時はリヤ

カーに樽を積み手作業で実施していまし

たが、需要の増加に伴いより効率的な業務

推進を図るため、昭和２９年にバキューム

車５台を導入し、職員１０名をもって機械

化収集に着手しました。 

その後、化学肥料の普及などによって農

家が行うくみ取りが減る一方で、市が行う

し尿収集の戸数は増加の一途をたどり、昭

和３２年度には収集業務の一部を民間へ

委託しました。 

また、収集したし尿は、当初は下水処理

場で処理していましたが、収集量が増大し

たため、昭和３８年２月に処理能力６６kℓ

／日の衛生センター（岐阜羽島衛生施設組

合し尿処理場）を羽島郡との共同によって

建設しました。それでもなお、し尿処理の

大半を下水処理場に依存する体制がしば

らく続いたため、昭和４７年１１月に処理

能力３００kℓ／日の寺田プラントを独自

に建設し、し尿の全量処理体制を確立させ

ました。 

その後、下水道整備事業の推進に伴う水

洗化の進展や浄化槽の普及によって、し尿

処理戸数は昭和４７年をピークに減少傾

向にあり、次第にし尿の量を浄化槽汚泥の

量が上回り、平成１７年３月には寺田プラ

ントを浄化槽汚泥専門処理施設に改造し、

し尿の全量を衛生センターで処理してい

ます。 

しかし、浄化槽汚泥発生量の減少が見込

めないことから、寺田プラントでは、平成

２６年度から２か年計画で施設改造工事

を実施。循環型社会形成推進交付金の対象

となるディスポーザー汚泥処理・脱水汚泥

の含水率が、７０％未満の低含水率脱水機

を導入し、処理能力の増強・運転システム

の効率化を図っています。 
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：直営
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：委託(柳津地域）

寺田プラント

木田環境事務所

衛生センター

●
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（２）収集・運搬 

   し尿の定期収集は、し尿くみ取りの申し込

みのあった世帯に対して、２３日間隔を基準

にして巡回収集を行っています。 

現在は、地域区分に応じて直営と委託の２

形式とし、あわせて車両１１台、作業関係職

員２１名をもって作業にあたっています。 

また、水洗化の進展に伴い、くみ取り処理

戸数が減少する一方で、工事現場や様々な

催し物等で使用する仮設トイレのくみ取りの

需要があります。それらのくみ取り依頼は不

定期であるとともに、作業場所も市内全域に

散在するため、通常の定期巡回用の収集車

両以外に、予備車両も使用して効率よく収集

する体制をとっています。 

また、岐阜市では毎年５月１１日から１

０月１５日までの期間、長良川の鵜飼が開

催されています。最近では、鵜飼の観光船

へのトイレの設置やトイレ船の導入など

によってより快適な観覧環境が整備され

ていますが、この期間中、環境事業課では

所管車両を使用して、週３回程度観光船に

対するし尿のくみ取りを実施し、岐阜の観光

の顔である鵜飼事業の快適で円滑な推進を

側面から支えています。 

☆平成３０年度は４，６２９．９kℓのし尿 

を収集しました。 

 

 

■し尿収集対象戸数 

 （平成３１年４月１日現在） 

従量制

戸　数 人　員 戸　数

（戸） （人） （戸） （台） （人）

一般世帯 410 718 217

公共施設 － － 81

岐
阜

一般世帯 1,460 2,557 579 5 11

柳
津

一般世帯 43 105 104 2 3

1,913 3,380 981 11 21

車両数 職員数

4 7

合計

直
営

委
託

定額制

区　　分

 

 

 

■し尿収集区域（平成３１年４月１日） 
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（３）し尿・浄化槽汚泥処理 

 し尿と浄化槽汚泥は、当初は下水処理

場と衛生センターで処理していましたが、

収集量が増大したため、昭和４７年に寺

田プラントを建設し、全量のし尿と浄化

槽汚泥の一部を併せて処理することにな

りました。 

平成１７年には浄化槽汚泥の処理体制

の変更等のため、寺田プラントを浄化槽

汚泥専門処理施設に改造し、浄化槽汚泥

の大部分が処理されるようになりました。

それに伴いし尿は衛生センターで浄化槽

汚泥の一部と併せて処理しています。 

その後、浄化槽汚泥発生量の減少が期

待できないことから、寺田プラントでは

施設の延命化・運転システムの効率化を

図るため平成２６年度から２か年計画で

施設の改造工事を実施しました。 

 ☆平成３０年度はし尿を４，６２９．９

kℓ、浄化槽汚泥を４６，０５０．２kℓ

処理しました。 

 

（４）公衆便所 

環境事業課が所管する公衆便所は、現 

在、市内に１７箇所設置されています。

（詳細はＰ１２参照）公衆便所の清掃は、

市内に点在する公衆便所の清掃作業の効

率化を図るため、公園整備課が所管する

３０８箇所を含めて地域割りし、その内

の３６箇所（直営は１２箇所、委託は２

４箇所）について環境事業課が清掃を実

施しています。清掃は、特に利用の多い

公衆便所については１日５回、その他に

ついては原則１日１～２回実施し、衛生

的で快適な公衆衛生環境の保持に努めて

います。 

市内の公衆便所数（平成３１年４月１日現在） 

直営 委託 直営 委託

環境事業課 17 10 7 0 0

公園整備課 308 2 17 0 289

計 325 12 24 0 289

管轄 施設数
環境事業課 公園整備課

 
  （単位：箇所）   

（５）し尿処理手数料の変遷 

 し尿を処理するにあたっては多大な費

用を要します。効率的な業務運営に努め

るとともに、良好な生活衛生環境を維持

していくため、利用者には応分の料金負

担をいただいています。なお、手数料単

価については、し尿処理にかかる処理原

価や社会情勢などの諸動向を踏まえつつ、

適正な負担をいただくよう逐次見直しを

行っています。また、納付方法について

も、平成３０年度よりスマートフォンに

よる決済サービスを導入し、納付機会の

拡充に努めています。

 

し尿処理手数料の推移

S29.10.1 S41.12.1 S47.4.1 S51.1.1 S55.4.1 S57.4.1 S59.4.1 H6.4.1 H12.4.1

25 35 100 130 160 200 280 320

10 10 15 50 65 80 100 140 160

改 定 日

定額制（円）
１人１回あたり

従量制（円）
１８ℓあたり  


